
芦屋市
市立の小中学校で
「ちょうどの学び」の実現へ

令和６年度は、総額約1億4,500万円のご寄附をいただきました。
心からお礼申し上げます。いただいた寄附金の活用実績の一例をご紹介します。

一人ひとりに合った学びを公立学校園で実現
することで、こどもたちの「主体性」「協働性」等の
向上をめざす、教職員による研究チーム「ONE
STEPpers」の授業研究等に活用しています。
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寄附金活用額 ： 158万５千円

詳しくは
コチラ

詳しくは
コチラ

障がいのある人もない人も誰もが共に暮らせるまちに

「障がいのある人もない人も共に暮らせるまち」の実現のために、市内の事業者に対して、店舗のバリ
アフリー工事費や社員に障がいへの理解を促す研修費などの一部を助成しています。障がいの有無に
かかわらず、みんなが利用しやすい店舗などを市内に増やします。令和６年度は、店舗のバリアフリー工
事費を一部助成しました。

寄附金活用額 ： 40万円

防災・災害復興に関する市民活動を応援

阪神・淡路大震災の経験・教訓の継承等を図るため、市内のグループや学生によるグループが行う防
災活動等に1.17あしやフェニックス基金より助成金を交付しました。

詳しくは
コチラ

寄附金活用額 ： 88万２千円

いただいた ふるさと寄附 は
市のいろいろな事業に活用しています！

ふるさと納税
お申し込みについて
詳しくはコチラ

私たちは、日本全体を良くするために、ふるさと納税を活用します。
ふるさと納税は制度上、お住まいの地元の税収が減る仕組みです。令和6年度に芦屋市から
市外に流出したのは約11.8億円。市民1人あたりの損は、芦屋市が日本一の市です。だからせ
めて、この制度が少しでも社会を良くできるように。頂いたご寄附を、芦屋市だけが良くなるよう
な取組ではなく、日本全体が良くなる取組に使いたいと考えています。
特に注力しているのは、市立学校園での「ちょうどの学び」の実現です。私たちが先頭に立っ
て、新しい公立教育のあり方を探究し、創造したい。皆さまからのご寄附のおかげもあり、芦屋
のこどもは主体的に学び始め、不登校のこどもの数も減り始めています。多くの自治体が視察
に訪れ、取組は全国に少しずつ広がっています。
芦屋の先進的な取組が、あなたのお住まいの自治体にも広がるように。芦屋市への応援を
よろしくお願いいたします。

芦屋市長
髙島 崚輔

芦屋市へのふるさと納税で、ともに社会を良くしませんか




